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はじめに  

この度は CARVIN TS100 をご購入いただき、誠に有難うございます。 

TS100 ステレオ・チューブ・パワーアンプは、太く、暖かみのある真空管のサウンドを余

すことなく表現することを目的として設計されました。 

4 本の EL34 パワー管は、ステレオ 50Ｗ×2、もしくはモノラルブリッジで 100W の出力を発

揮します。 

 

製品の性能を最大限に発揮させ、末永くお使いいただくため、ご使用になる前にこの取扱

説明書を必ずお読みください。尚、本書が保証書となりますので、お読みになった後は大

切に保管してください。 

ご使用になる前に取扱説明書をお読み下さい。 

1. 梱包を開き、破損や欠品がないか確認してください。異常がある場合は販売店に

ご相談ください。 

2. 感電防止の為、使用中は部品に触れないでください。 

3. 水などの液体を本体表面にこぼしたり、本体内部にかけたりしないようご注意く

ださい。 

4. AC100V-120V、50/60Hz にてご使用ください。 

5. 電源ケーブルが踏まれたり、挟まれたりしないよう注意してください。 

6. ヒューズを交換する場合は、同じ仕様のヒューズをご使用ください。 

故障が生じた場合はお手数ですが販売店にご連絡ください。無断で本体カバーを開けられ

た場合、保証の対象外となることがあります。 

 

クイックスタート                     

使用する前に、マニュアルを読んで、アンプの仕様について詳細までご確認ください。 

1.アンプの入力チャンネルにプリアンプからの信号を入力し、アンプのスピーカー出力端

子にスピーカーケーブルを接続します。 

2．リアパネルのインピーダンスセレクターを使用してスピーカーのインピーダンスに合わ

せてください。全てのボリュームを下げて、電源スイッチを入れてください。 

3．2-3 分ほどしてチューブが暖まってから、スタンバイスイッチを入れ、ボリュームを上

げてください。 
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フロントパネル                         

 

 

 

1. 電源スイッチ 

メイン電源をオン/オフするスイッチです。 

 

2. スタンバイスイッチ 

メイン電源をオンにしたあと、2-3 分ほど時間を置いてチューブを暖めてから、スタ

ンバイスイッチを入れてください。アンプの電源を切るときには、スタンバイスイッ

チをオフにしてから電源スイッチをオフにしてください。 

 

3. ボリューム 

ボリュームを調整するツマミです。プリアンプの出力と TS100 の出力レベルのバラン

スも調整してください。 

※備考：ブリッジモードの時は、チャンネル 1 がマスターボリュームになります。チ

ャンネル 2 のボリュームは機能しません。 

 

4. プレゼンス 

6kHz 辺りの周波数を調整することによって、よりクリアーできらびやかなトーンを得

ることができます。ツマミを完全に下げると、周波数特性はフラットになります。ツ

マミを上げると高域の周波数をブーストすると、より抜けの良い音になります。 

※備考：ブリッジモードの時は、チャンネル 1と 2のプレゼンスツマミは、同じ位置

になります。 

 

5. 電源 LED 

電源を入れると、青い LED が点灯します。 
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リアパネル                       

 

 

 

6. 電源ケーブルソケット/ヒューズ 

電源ケーブルを差し込むソケットです。表示の電圧、ヒューズの値が正しいことを確

認の上、電源ケーブルをしっかりと差し込んでください。ヒューズは本体内部にあり

ます。交換の際には、同じサイズ/仕様のヒューズを使用してください。 

 

7. スピーカー出力端子 

各チャンネルにスピーカーキャビネットを接続する標準フォン端子です。各端子は、

並列に配線されています。各チャンネルに応じてインピーダンス・スイッチを設定し

てください。各チャンネルの合計インピーダンスが 4Ω以下にならないようにして下

さい。 

※備考：ブリッジモードの時、チャンネル 1の出力端子は、接続するスピーカーの各

インピーダンスの半分に設定してください。 

 

8. インピーダンス・スイッチ 

接続するスピーカーに合わせて、インピーダンス・スイッチを使用してください。こ

のスイッチは、接続する各チャンネルのスピーカー出力に接続する負荷と同じになる

ように接続してください。このスピーカー出力端子は並列接続のため、8Ωのスピーカ

ーを 2 台接続した場合、チャンネルのインピーダンスは、4Ωとなります。同様に 16

Ωのスピーカーを 2 台接続した場合、インピーダンス・スイッチは 8Ωになります。 

※備考：ブリッジモードで使用している時、各チャンネルのインピーダンス・スイッ

チは、それぞれのインピーダンスの半分に設定してください。もし、16Ωのスピーカ

ーを使用している場合、各チャンネルは 8Ωに設定して下さい。ブリッジモード時の

最小インピーダンスは、8Ωとなります。 
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9. ブリッジ/ステレオ・スイッチ 

モノラル 100W 出力で使用する場合は、スイッチを”BRIDGE”に設定してください。ス

ピーカーの出力は、チャンネル 1だけにして、チャンネル 1のボリュームで音量をコ

ントロールします。 

2 台のスピーカーキャビネットをステレオで使用する場合には、ステレオモードを選

択して下さい。このモードでは、両方のチャンネルは 50W づつのアンプとして動作し

ます、そして各チャンネルのコントロールは独立して調整可能です。各チャンネルに

インピーダンス・スイッチが適切に選択されているかご確認下さい。 

 

10. グランドリフト・スイッチ 

アンプとプリアンプは、ハムノイズの原因となるグランドループを引き起こします。

ボタンを押すと、グラウンド・リフトが作動し、ハムノイズが軽減できる場合があり

ます。 

11. パラレル入力スイッチ 

スイッチを押すと、入力チャンネル 1に接続されている信号を両方の入力チャンネル

に分けます。この時、入力チャンネル 2 は機能しません。 

 

12. チャンネル入力 

プリアンプからの信号を入力してください。 
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ヘルプセクション                    

Q.アンプの電源が入らない。 

まずアンプへの電源を確認します。ブレーカーが落ちていないか、電源コードが抜けてい

ないか、電源タップのスイッチが切れていないか確認してください。次にヒューズを確認

します。ヒューズが変色していたり、ガラス内に線が見えない状態であれば交換してくだ

さい。アンプに問題がなくても高電圧のサージにより、ヒューズが飛ぶ事があります。 

また、ヒューズを交換してもすぐに飛んでしまう場合には販売店にご相談ください。 

 

Q. 電源ランプは点灯するが、音が出ない。 

真空管が破損していないかご確認ください。 

 

Q.見た目をきれいに保つためには 

湿らせた布で、フロント/リアパネルおよびビニールカバーの汚れをふき取ってください。 
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セットアップ                     

ステレオ・セットアップ  

パラレルスイッチは切ってください。 

(もし、モノラルソースを使用している場合、

入力チャンネル1とパラレルスイッチを入れて

使用してください) 

 

ステレオの位置に切替えて下さい。各スピーカ

ーに合ったインピーダンス・スイッチを設定し

てください。  

 

モノラル・セットアップ 

パラレルスイッチをONかOFFどちらかに

設定してください。パワーアンプモード

をブリッジの位置に切替えてください。

スピーカーのインピーダンスの半分にな

るようにインピーダンス・スイッチを設

定してください。 
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パワー管のバイアス 

(注意:500V近い電圧がアンプ内部に存在していますので、バイアス調整作業は、専門技術

者に委託してください。) 

TS100は、各チャンネルにEL34、または5881(6L6GC)のどちらかをセットすることが出来ま

す。もし、各チャンネルに異なるタイプの真空管を使用している場合、アンプはステレオ

モードのみで使用してください。アンプ内部（パワー管のプリント基板部品側）には、各

チャンネルに真空管タイプを選択するスイッチがあります。上記のスイッチには、異なる

真空管のタイプを表示したマークがついています。微調整するために、これらのスイッチ

の近くにバイアスのポテンションメータがあります。アンプの両側は、設置した4つすべて

のパワー管をバイアス調整しなければなりません。 

a) 出力トランスからQC2とQC16に接続されている赤いワイヤをプリント基板から外してく

ださい。 

b) 2つの電流計(mA)が必要になります。プリント基板に各赤いワイヤと直列に電流計を挿

してください。入力信号が無い場合、各出力トランスを通して電流を測定することが出

来ます。高電圧が存在していますので、この線がシャーシなどに触れないように注意し

てください。 

c) バイアス選択スイッチがチューブのタイプに対して正しい位置である事を確認して電

流計(mA)をセットしてください。 

d) アンプに電源を入れて、スタンバイスイッチも入れてください。電流計で50mAまでバイ

アスポットを調整してください。アンプの電源を落として、スタンバイスイッチを入れ

たままにして、残留電圧を流してください。直列で接続した電流計をはずして、赤いワ

イヤをQC2とQC16に再び接続してください。 

e) 警告：アンプの電源を切って一定の間、電源キャパシターには500V近い電圧でチャージ

されている状態です。 

（もし、電圧計しかない場合には、バイアス調整の代替方法として、上記で記載した電流

計の代わりに1Ω1/2Wの抵抗を使用してください。電流計の50mVは、50mAに相当します。残

る手順は上記と同じです。） 
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製品仕様                            

定格電力  50W×2（ステレオ） 100W(ブリッジ)RMS 

出力インピーダンス 4、8、16Ω(ブリッジ接続では 8 オームが最小) 

プリアンプチューブ 12AX7 x 2 本(入力バッファ)、12AX7 x 2 本(位相反転回路) 

パワーアンプチューブ EL34 x 4 本  

消費電力  100-120VAC@300VA 

サイズ、重量  48(W)×8.9(H)×25.4 (D)cm、11.7kg 



 11

 



 12

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


